
10Tome

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

11月 ２８日（日）
規制時間

と　　き

午前９時 ２0分～正午

交  通  規  制  のお知らせ

11 Nov.2010

多くの観客が会場に訪れ、素晴らしいアートを堪能

　
９
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で

１０

３１

の
２
カ
月
、
市
内
７
つ
の
会
場
で

幾
何
学
構
成
ア
ー
ト
の
祭
典
「
登

米
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０

１
０
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
会
場
に
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
訪

れ
、
登
米
市
の
美
し
い
自
然
や
歴

史
あ
る
街
並
み
に
出
現
し
た
幾
何

学
構
成
ア
ー
ト
の
空
間
を
体
験
し
、

「
ア
ー
ト
の
力
」
に
触
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
期
間
中
に
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

な
ど
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
も
多
く

の
人
が
参
加
し
、
体
験
を
通
し
て

幾
何
学
構
成
ア
ー
ト
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
こ
の
「
登
米
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
２
０
１
０
」
は
、
ア
ー
ト

を
通
し
て
人
々
と
の
つ
な
が
り
を

生
む
こ
と
で
登
米
市
を
元
気
に
し
、

市
内
外
の
人
々
に
ア
ー
ト
を
通
し

て
感
動
と
喜
び
を
届
け
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
作

サポーターなどが協力し芸術作品を展示しました

品
の
説
明
や
食
事
の
提
供
な
ど
で

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
運
営
に
携
わ

り
、
イ
ベ
ン
ト
を
多
い
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
初
の
開
催
と
な
っ
た
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
で
す
が
、「
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
」
と
は
、
多
様
な
国
の
多

様
な
芸
術
に
住
民
が
触
れ
る
こ
と

を
目
的
に
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ

る
芸
術
の
祭
典
の
こ
と
で
、
３
年

後
に
は
、
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い

「
登
米
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

の
開
催
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

期間中の食事もサポーターが支援しました

幾
何
学
ア
ー
ト
の
力
を
体
感
！

  　
　
　
　
　
　
登
米
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
０

市民の視点で
事業を評価

平成２２年度
登米市行政評価「外部評価」

　
市
が
行
っ
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
視
点

か
ら
議
論
・
評
価
す
る
「
外
部
評

価
」
が
　
月
１
、
9
、　

の
３
日

１０

１４

間
、
市
役
所
迫
庁
舎
、
中
田
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
南

方
庁
舎
の
３
会
場
で
開
催
さ
れ
、

そ
の
様
子
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
の
視
点
か
ら
事

業
の
必
要
性
や
そ
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
議
論
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
一
層
の
事
務
改
善
や
経
費
な

ど
に
対
す
る
職
員
の
意
識
改
革
に

つ
な
げ
る
た
め
、
市
民
参
加
型
の

取
り
組
み
と
し
て
今
年
度
か
ら
新

た
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
評
価
で
は
、
初
め
に
市
職
員
が

事
業
の
説
明
を
し
た
後
、
評
価
委

員
が
事
業
の
「
目
的
」
や
「
成
果
」

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
応
答
し
、
今

より良い登米市を目指して、各事業について評価が行われました

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
評

価
を
し
ま
し
た
。

　
３
回
に
わ
た
る
作
業
で

は
、
評
価
委
員
か
ら
「
目

的
が
多
す
ぎ
て
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
か
ね
て
い
な
い

か
」「
漏
れ
の
無
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
お
願
い
し
た

い
」
な
ど
、
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
、
積
極
的
な
事

業
評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、

そ
の
内
容
を
十
分
検
討
し

た
う
え
で
、
効
果
的
で
質

の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
た
め
、
事
業
の
改

善
や
見
直
し
、
予
算
編
成

な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。


